
日程：２０１１年１０月６日（木）開催

場所：鈴鹿サーキット国際レーシングコースホームストレート

ルールブック　＆　エントリーキット

鈴鹿商工会議所青年部
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　　しかしその過程を乗り切ってからこそ、得るものがあります。

　　そんな想いのこもった自分たちのカートで、新たなる発見を一緒にしましょう！！

鈴鹿商工会議所青年部　ボックスカート実行委員長　山下直人　

第２回「２０１１ 鈴鹿　ＢＯＸＫＡＲＴ グランプリ」

「鈴鹿ＢＯＸＫＡＲＴグランプリ」って・・・

競技というよりも、楽しむこと最優先です。

　　かけて、2.8％の下り坂となっております。ということは？！　・・・そうです。

　　世界的にも、Ｆ１公式スケジュールの中に、BOXKARTグランプリを行うことは、非常に

　　そんな特別な日の価値が、わかってくださる方で、仲間で元気にチームワークを結集したい。

　　前座レースとも言えるボックスカートグランプリを楽しんで参加してください。

　　BOXKARTグランプリでは、楽しむことを最優先のイベントとして考えています。

　　制作の過程から、参加、仲間での打上げなど、全過程で楽しみましょう。

　　カートを走らせるんです。エンジン・人力・燃料・電気も一切動力に使わない、究極の

　　エコマシンを製作してみよう。

　　Ｆ１をはじめとするレース競技は、真剣勝負で大変素晴らしいものです。しかしこの

　　珍しいことであり、鈴鹿ならでは・・・。Ｆ１開催中は普通じゃ、ありえません。

　　日本の元気を世界に？発信したい。これで元気になりたいという方、まさにＦ１のスーパー

　　鈴鹿サーキット国際レーシングコースホームストレートは、最終コーナーから１コーナーに

　　坂だから車は、転がりやすいんです。その坂を利用して、皆さんの夢の詰まったボックス

　　主役は皆さん、仲間です。参加までに色々な苦労があるかもしれません。

鈴鹿Ｆ１日本グランプリ公式イベント

はじめに

Ｆ１のスーパー前座レース　ボックスカートグランプリ
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　　　　　　開催場所：鈴鹿サーキット国際レーシングコース　ホームストレート内

　　　　　　主催　　：鈴鹿商工会議所青年部

　　　　　　特別協力：鈴鹿サーキット

　　　　　　スケジュール（暫定）

10/6（木）

　　　5：00～　6：30　　　　車両搬入

　　　8：00～　8：45　　　　参加者受付

　　　9：00～　9：30　　　　ブリーフィング

　　　9：30～10：30　　　　公開車検

　　10：45～12：00　　　　パフォーマンス＆レース　

　　12：00～12：30　　　　表彰式　　

　　　　　　大会名称　：第２回「２０１１ 鈴鹿ＢＯＸＫＡＲＴ グランプリ」

◆◇◆開催概要◆◇◆

　　　　　　開催日　：2011年10月6日（木）
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　　審査での競走の割合は、「レースタイム」が１/３、残りの１/３が「カートのオリジナリティ

　　と完成度」、そして一番特徴的な１/３が「ドライバー本人とチームのエンターテイメント性」

　　みんなで楽しんで、チームワークを結集させてください。

◆◇◆パフォーマンス＆レースの流れ◆◇◆

●パフォーマンスは、３０秒以内のチームアピールとなり、審査の対象となります。

●パフォーマンス時は、ＢＧＭを必ずご用意ください。受け渡し方法は、書類審査合格後にお知らせします。

公開車検とパフォーマンス＆レースに審査があります。
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●コースは、レーシングコース　メインストレート部分を使用します。

　スプリントレースで、約1５0ｍの距離を２台ずつレースします。

　（エントリー台数によっては１台ずつのスタートとなります。）

●最初の約１０ｍは、チームメイトがカートを押すことができるダッシュ区間です。

　ダッシュ区間のラインを超えると減点となります。

　コースは直線ですが途中、スラロームパイロンなどの障害物があります。

●コースはゴール方向に２．８％の勾配があります。

◆◇◆コース◆◇◆
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　　①公開車検

　　　ルールに基づいて、カートの大きさ・重量・ブレーキ・突起物など安全性を確認、車検と同時に、

　　②パフォーマンス＆レース

　　　を審査します。

　　③レース

　　　レースは、２台平走の順位でなく、タイムとなります。

◆◇◆主な審査ポイント◆◇◆

◆◇◆審査基準◆◇◆

　　　カートのオリジナリティと完成度を審査します。

　　　パフォーマンスタイムから、ゴールまでの走行の「ドライバー本人とチームのエンターテイメント性」

　　　チームワークで、楽しくかっこいい、夢を感じるオリジナルパフォーマンスに期待！！

　　　レース前に、３０秒（以内）のパフォーマンスで、ＢＧＭ付きのチームのアピールを行ってください。

　　　●パフォーマンス時は、ＢＧＭを必ずご用意ください。受け渡し方法は、書類審査合格後にお知らせします。

☆ドライバー本人とチームのエンターテイメント性：MAX 50Pt

☆レースタイム：MAX 50Pt

上記３つの総合ポイントで争われます。

☆カートのオリジナリティと完成度：MAX 50Pt
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●大きさと重さにはくれぐれも注意！

・ボックスカートの全高は２ｍ以内、全幅は1.5ｍ以内、

・全長は４ｍ以内におさめること。

・重量は８０ｋｇ以内におさめること。

☆タイヤ本数分の体重計があれば、車両重量を測定できますよ。

●最低地上高を要チェック！

・最低地上高は１０ｃｍ以上であること。

●カートのフレームや自転車など、既製のものをそのまま使用してはダメ！！

・一品手作り（ワンオフ）のカートでご参加ください。

●ブレーキは重要！

・ブレーキは速度１０ｋｍ/ｈで走行中、３ｍ以内で停止可能な性能のあるものにしてください。

※直接手足をブレーキにしたり、直接路面に抵抗を掛けてブレーキの代わりにする装置を

　使用してはいけません。

◆◇◆参加車両のルール◆◇◆

～　参加希望の皆さんへ　～

皆さんの思い描く夢のボックスカートにかける熱い想いが無駄にならないように、

必ず「ルールブック」を読んでから、カート設計に取り組んでください。

『2０１１　鈴鹿　ＢＯＸ　ＫＡＲT　グランプリ』参加希望の方は、

以下のルールをお読みいただき申し込みください。
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●正常に稼働するクラクションを備えること。

・万一の場合の安全のためクラクションを取り付けてください。

●タイヤの外直径は９０ｃｍ以内であること。

・タイヤの数は３本以上でお願いします。

●カートに装着するパーツはしっかり固定してください。

・翌日には本コースをF1マシンが走ります。

　コース保全の為、部品は落さないようにしっかりと固定してください。

●発煙筒などの花火類、火、火花などを発するカート部品類は

一切禁止！

・情熱を燃やすのはOKです。

●観客・審査員に一目でわかるように割り当てられたゼッケンは

　必ず見やすい位置に付けてください。

・ゼッケンサイズ：Ａ４横サイズ（当日配布いたします）

※ゼッケンの貼り付けスペース（車両前面・両横面）を確保してください。

●公序良俗をみださない車両デザインをおねがいします。

・世界中のみなさんがあなたの車両を見ているかもしれません。

レース開始前に、カートが適合しているかの安全検査の車検を行います。

※車検において、丌合格や修正の指導を受け、改善・修正出来ない場合は、

　審査ポイントの減点対象となります。

 

 

グランドスタンド

進行方向

ピットレーン

ダッシュゾーン　１０ｍ

移動ゲート

カート

カート カート

カート

（障害物ゾーン）
スラロームゾーン

審査員席

チーム紹介

パフォーマンス

エリア

競技終了後は

表彰式会場

カートカートカート カート



◆◇◆参加者のルール◆◇◆

●乗車ドライバーは、高校生以上で１名または２名。

●チーム構成は合計１０名まで。

●ドライバーが無事ゴールするために、長ズボン、長袖シャツと手袋は必ず着用すること。

◇

●主操縦士ならびに副操縦士は、フルフェイスヘルメットを着用すること。

●参加資格は、小学生以上。ただし、チーム構成に１名以上の大人必頇。

●カートを押す人は、高校生以上で４名まで。

◇

公開車検時に、ドライバー本人・服装装備一式（服装・ヘルメットなど）の

安全検査を行います。
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≪エントリー手順≫

◆◇◆創る前に、まずはエントリー◆◇◆
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応募開始

6/13(月)

鈴鹿商工会議所青年部ホームページの申込フォームから申込。

また、エントリーシート＆スケッチシートをダウンロードし

必要事項を記入して郵送で事務局に送付

応募締切・書類審査

7/8(金)消印有効

事務局にて書類審査

結果発表・郵送

7/20(水)

鈴鹿商工会議所青年部ホームページにて審査結果を

発表し各チームに規定書類を郵送

提出書類期限

8/5(金)消印有効

事務局より送付された規定書類に必要事項を記入し

必要書類を添えて返送

受理完了

8/15(月)

9月中旬にレース参加証を交付



●鈴鹿商工会議所青年部ホームページ（http://www.suzuka-yeg.com）から、ルールブック＆

　エントリーキット一式をダウンロードすることができます。

　※記入漏れなどがある場合は、エントリーが無効になる場合がございます。ご注意ください！

●一度お送りいただきました参加申込書などは理由を問わずご返却はできませんので、予めご了承ください。

●お送りいただきましたスケッチシート（カートの設計図）は、鈴鹿商工会議所青年部ホームページに

　掲載させていただきます。

●エントリーチーム多数の場合、厳選なる審査の上、参加チームを決定させていただきます。

　※参加枠は、最大２０チーム（予定）

●運営の決まりに背いた場合、エントリーを取り消しさせて頂く場合がございます。

●お申込み後、参加車両などに変更が生じた場合は、速やかにご連絡ください。

【個人情報の取り扱いについて】

●ご応募者様よりいただいた個人情報は、鈴鹿商工会議所青年部事務局がご応募者の審査、

　審査結果などの連絡、及び個人を特定しない統計情報の形で利用させていただきます。

●ご応募者様の同意なしに第三者に預託、開示、提供することはございません。

　※法令などにより開示を求められた場合を除く。

【注意】

　応募フォーム入力欄のクラブ・チーム名に入力記載がない方につきましては、抽選結果発表時、

　鈴鹿商工会議所ホームページに代表者様の氏名を掲載させて頂きますので、ご了承下さい。

≪エントリー上の注意事項など≫

送付先住所

〒５１３－０８０２

三重県 鈴鹿市 飯野寺家町 ８１６ 鈴鹿商工会議所青年部

『２０１１ 鈴鹿ＢＯＸＫＡRTグランプリ』事務局

 

 

お問い合わせ

鈴鹿商工会議所青年部 E-mail yeg@scci.or.jp

または

鈴鹿商工会議所 青年部内 『２０１１ 鈴鹿ＢＯＸＫＡＲTグランプリ』事務局

電話 （０５９） ３８２－３２２２ （代表）

FAX （０５９） ３８３－７６６７－－－－－

グランドスタンド

進行方向

ピットレーン

ダッシュゾーン　１０ｍ

移動ゲート

カート

カート カート

カート

（障害物ゾーン）
スラロームゾーン

審査員席

チーム紹介

パフォーマンス

エリア

競技終了後は

表彰式会場

カートカートカート カート


